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１０月中旬、県内全ての小・中学校に文部科学省より「新学習指導要領に対応した外
国語活動及び外国語科の授業実践事例映像資料 ２」（授業実践DVD）が配付されました。
このＤＶＤは、平成２２年度に、教員の指導力の向上及び新学習指導要領の円滑な実

施を図るために配付されたＤＶＤの第２弾として新たに作成されたものです。
前作同様、具体的な授業のモデルとなる実践事例が収録されておりますので、日々の

授業改善にむけて、積極的な御活用をお願いします。

小学校版 ～授業イメージをつかんで、指導力向上にいかす～
【映像資料２の内容】

※前回の映像資料では、ＡＬＴとのＴＴの在り方や
教室英語の使い方等テーマに沿った１時間毎の授業が紹介されていましたが、今回は１
単元の流れに視点をあてて作成されています。
【視聴のポイント】

中学校版 ～中学校における授業時数増への対応のヒントに～
【映像資料２の内容】

※前回の映像資料では、学習指導要領改訂の趣旨に
照らし、基本的な授業の進め方の参考となるよう、
言語活動に焦点をあてた授業が紹介されていましたが、今回は改訂の大きなポイントで
ある「授業時数増」への具体的な対応の在り方という視点を中心に構成されています。

「映像資料２」の活用にあたって
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○ ２単元分の授業について収録

・第５学年 ５時間分

・第６学年 ４時間分

○ インタビュー形式による授業についての授業

者の振り返り

○「Hi,friends!」を学級の実態に応じてアレンジし、どんな活動を組み立てているか。
○指導形態の違い（ＡＬＴ、中学校教員とのＴＴ）によってどのような活動を設定し

ているか。

○第１時から第５時にかけて、子どもの振り返りがどのように変わっているか。

○本単元を通して、学級担任がどのようなことを大切にしているか。

○ 小学校との接続を意識した授業

○ 高校生との交流授業

○ ＩＣＴを活用した発信型の授業

○ 単元を通した「書くことの指導」

小学校版 映像資料２

中学校版 映像資料２



【視聴のポイント】

活用の仕方 ～授業改善と小中連携にむけて～
映像資料２に収録されている授業については、学習指導案が文部科学省のウェブサイ

トに掲載されています。(http://www.mext.go.jp/amenu/kokusai/gaikokokugo/1322195.htm)
研修の際には、目的に合わせて効果的にＤＶＤと指導案を活用していただければと思い
ます。研修の視点としては、例えば次のようなことが考えられます。

<小学校>
・それぞれの活動のねらいと１単元における活動の配列

・学級担任が使用している外国語の種類と量
・各授業終わりの子どもたちのふり返りの内容の変容
・学級担任、ＡＬＴ、中学校外国語科教員それぞれの
役割 等

<中学校>
・小学校の外国語活動を踏まえた中学校の授業の在り方
・「指導観」に示されている指導上の工夫が実際の授業でどう現れているのかの見取り
・単元全体のねらいとそれを達成するための各授業内容の構成 等

また、小中連携にむけ、お互いの校種のＤＶＤを視聴することは、小学校外国語活動、
中学校外国語科の理解につながります。特に、中学校版では小中連携に関わる授業が２
例、取り上げられており、参考にしていただければと思います。小学校版ＤＶＤは各小
学校、中学校版ＤＶＤは各中学校のみへの配付ですが、ぜひ、こうしたＤＶＤを利用し
小中連携した研修の機会を設けてもらえればと思います。

すでに、御案内が各学校に配付されていますが、平成 24
年度生きる力を育む実践的調査研究推進校の光市立光井
小学校の公開研修会が開かれます。
当日は、１年から６年までの授業公開が行われますが、

６年生では、中学校教員と連携した「外国語活動」の授
業が公開されます。前日まで申し込み可能ですので、積
極的なご参加をお願いします。（学校へ直接お申込みくだ
さい。）

○外国語活動で経験したチャンツや活動（ゲーム）をどう取り入れているのか。

○外国語活動の授業の展開を中学校の授業でどのように生かしているのか。。

○高校生との交流授業では、どんなことをねらいとするのか。

○プレゼンソフトを用いて、どのような授業が展開され、生徒がどのような力をつけ

ているのか。

○書く力をつけるために、他の技能をどのように活用し統合的な活動を行っているの

か。

公開研修会のお知らせ

研究主題
「自他を尊重し共に伸びよ
うとする子どもの育成」
期日：１１月１４日（水）
会場：光市立光井小学校
日程：１３：４０～

１６：３０

高校用のＤＶＤもあります。

発信２


